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2019 年度 部局 FD 活動報告 

生命環境科学研究科 

1. FD 活動の実施体制、取り組みの概要 

・ 生命環境科学研究科では、「授業振り返り（授業アンケート）」への教員コメントの入力を推

進した。 

・ 応用生命科学専攻では、研究科教育運営委員会が主体に、応用生命科学専攻内の FD 活動を実施

した。 

・ 応用生命科学専攻では、教員のプレゼンテーション能力向上支援を目指し、外部講師を招聘した

セミナーを開催した。 

・ 緑地環境科学専攻では、カリキュラム検討 WG が新たな講義科目追加の検討を含めた FD に関連

する活動を検討・実施した。 

・ 緑地環境科学専攻では、大学院教育運営委員会が主体となって英語ポスターによる修論の中間発

表を開催し、教員の参加を促すことにより、英語での授業の実践技術の向上、英語での授業の増

加を図った。 

2. FD に関する講演会、セミナー、ワークショップの開催状況 

開催日 内容（タイトル） 種別 参加者数 

2019 年 5 月 17 日 

Control of bacterial antibiotic consumption and 

resistance in veterinary medicine: European and 

Belgian data and policy (Faculty of Veterinary 

Medicine, University of Liege, Prof. Jacques Mainil) 

オープンセ

ミナー 
4 名 

2019 年 6 月 4 日 

The University of Calgary, Faculty of Veterinary 

Medicine: A new approach to veterinary education, 

research and community engagement (Faculty of 

Veterinary Medicine. University of Calgary, Dr. John 

P. Kastelic) 

オープンセ

ミナー 
3 名 

2019 年 9 月 5 日 

CASE STUDY OF GASTRO INTESTINAL 

PARASITES IN CATTLE INDONESIA (Faculty of 

Veterinary Medicine. Universitas Airlangga, Dr. 

Nunuk Dyah Retno Lastuti) 

オープンセ

ミナー 
4 名 

2019 年 9 月 6 日 

REPRODUCTION AND PRODUCTION 

PERFORMANCE OF LOCAL DAIRY GOAT 

(Faculty of Veterinary Medicine. Universitas 

Airlangga, Dr. Tita Damayanti Lestari)  

オープンセ

ミナー 
6 名 

2019 年 9 月 6 日 

THE PERFORMANCE OF MADURA CATTLE 

(Faculty of Veterinary Medicine. Universitas 

Airlangga, Dr. Rimayanti ) 

オープンセ

ミナー 
6 名 
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2019 年 10 月 24 日 

Breaking the barrier between commensalism and 

pathogenicity (Digestive Health Research Institute, 

University of Toulouse, National Veterinary College 

of Toulouse, Prof. Eric Oswald) 

オープンセ

ミナー 
5 名 

20192019 年 10 月 29 日 

Phage therapy and multiresistant bacteria: the case of 

MRSA and Klebsiella pneumoniae (Faculty of 

Veterinary Medicine, University of Liege, Dr. 

Damien Thiry) 

オープンセ

ミナー 
6 名 

2019.11.12 

Taxonomy of Geometridae (Lepidoptera, 

Geometrioidea) （Cha Yeong Bin , College of 

Life Sciences & Bioengineering Incheon National 

University, Republic of Korea) 

セミナー 23 名 

2019 年 11 月 13 日 

短頭種気道閉鎖症候群の診断および治療：皮膚

欠損の閉鎖と再建手術 (麻布大学獣医学部外科

第一研究室 高木 哲 准教授) 

オープンセ

ミナー 
5 名 

2020 年 1 月 9 日 

バイオマテリアル技術から見た再生医療の最

先端 - 細胞能力を高める医療の実現 （京都大

学ウイルス・再生医科学研究所 生体材料学

分野 田端 泰彦 教授）  

集談会 １5 名 

2020 年 1 月 14 日 

When to perform immunohistochemistry on biopsy 

samples, and why. Diagnosis and treatment of feline 

small cell lymphoma: 2020 update (Department of 

Oncology, Animal Medical Center, Staff doctor, Dr. 

Ann Hohenhaus) 

オープンセ

ミナー 
４名 

2020 年 1 月 23 日 
胸腔内腫瘍へのアプローチ（東京大学大学大学

院  農学生命科学研究科  獣医学専攻 中川 

貴之 准教授） 

オープンセ

ミナー 
4 名 

2020 年 2 月 3 日 

ワンヘルスの視点から薬剤耐性菌の問題を考

える（農研機構動物衛生研究部門 研究推進部 

秋庭 正人部長） 

オープンセ

ミナー 
5 名 

3. FD に関する会議、委員会の開催状況 

会議・委員会名 内容 回数 委員数 

応用生命科学専攻内教務委員

会 
研究指導体制の点検、検討 1 回 2 名 

応用生命科学専攻内教務委員

会 
シラバスの点検、検討 1 回 ２名 

緑地専攻内教務委員会 カリキュラム全般の点検 1 回 2 名 

緑地カリキュラム検討 WG シラバスの点検・検討 4 回 9 名 
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4. FD 活動への各教員の参加状況 
前項のセミナー・委員会等への参加の他、教授会後に実施している勉強会等への出席や、分野内

で成績分布について確認・検討する機会を設けている場合なども含みます。 

教員数（実数） 46 人／115 人中 

5. ピア授業参観実施状況 

期間 公開授業数 参観者数 特記事項 

前期   

 後期   

年度 合計 0 0 

6. その他取り組みの具体的実施状況 

 
 


